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 2010 年に文部科学省から出された『大学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求められる図書館像－』では，
大学の教育機能に対する社会的要請が急速に高まっている中で，図書館員による教育支援がこれまで以上に期待されていること，そして効
果的な教育支援を実現するための専門性が図書館員に求められていることが記されている。本稿では，これから大学図書館員として働こう
としている人を対象として，大学図書館の実際の業務の内容と，それらの業務を最大限に展開するための要素を踏まえながら，教育に関わ
る図書館員として活躍していくために必要な知識や専門性について述べた。 
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職務遂行能力 
 
1．はじめに 
 2010 年 12 月に文科省より公開された『大学図書館の整
備について（審議のまとめ）－変革する大学にあって求め
られる大学図書館像－』では，その冒頭において，大学の
教育機能に対する社会的要請が急速に高まったことを受け
て，大学図書館が学習環境の整備へ貢献することや情報リ
テラシー教育の教育支援の性格の変化へ対応することが期
待されている旨が述べられている 1)。また，当該資料の本
文中には教育の具体的な支援として，教員と連携した情報
リテラシー教育やメディアリテラシー教育，情報リテラ
シー能力習得のためのチュートリアルシステムの開発，そ
して大学における e-learning に有効な教材の作成・整理・
提供などが挙げられており，それらの支援活動を効果的に
行うための資質や専門性を大学図書館員が身につけていく
必要があることが言及されている2)。 
 このことに鑑みれば，大学図書館ならびに大学図書館員
はこれまでの伝統的な業務の枠組みに加えて，より一層積
極的に教育に関わっていくことが望まれていると考えられ
よう。 
 では，大学図書館で働いている人材が，今後教育に対す
る社会的なニーズを満たすために活躍していくには，どの
ような知識やスキルが必要となっていくのか。本稿では，
主にこれから図書館で活躍していく方々を対象として，図
書館員として必要な知識や活躍のポイントについて述べて
いきたい。 
2．教育に関わる図書館員の基本的な専門性 
 前項では，既存の図書館業務の枠組みに加えて，図書館
員がより一層教育に関わることが望まれていることに触れ
た。図書館員がどのように教育へ関わっていくのかについ
ては，各図書館の組織構成や人員規模，あるいは方針によ
り，いろいろな形があると思うが，本稿では，教育支援活
動に特化して業務を行っている，いわゆる「リエゾン・ラ
イブラリアン」に対象を定めて，教育に関わる図書館員に
必要とされる知識や専門性について考えていきたい。 
 リエゾン・ライブラリアンの業務については，審議のま
とめでも触れられているように，情報リテラシー教育への
関与とパスファインダー等の教材作成が主軸となるといえ
よう3)。 
 では，情報リテラシー教育と教材作成について，その業
務遂行にあたってはどのような知識が必要となるのか。以
下，各業務の概要に触れながら考えていきたい。 
 
2.1 情報リテラシー教育 
 そもそも情報リテラシーとは何か。図書館業界で比較的
良く知られている，アメリカの大学・研究図書館協会
（Association of College and Research Libraries）の『高
等教育のための情報リテラシー能力基準』では，情報リテ
ラシーのことを「情報が必要なときに，それを認識し，必
要な情報を効果的に見つけ出し，評価し，利用する」こと
ができるように，個々人が身に付けるべき一連の能力だと
定義づけている4)。 
 ちなみにこの基準書では，先述の定義を踏まえて，学生
が達成すべき全部で五つの基準が掲げられている。 
 
1.情報リテラシーを身につけた学生は，必要な情報の性
質と範囲を見定める。 
2.情報リテラシーを身につけた学生は，必要な情報に効
果的かつ効率的にアクセスする。 
3.情報リテラシーを身につけた学生は，情報と情報源を
批判的に評価し，選択した情報を自らの知識基盤と価
値観に組み入れる。 
4.情報リテラシーを身につけた学生は，個人として，あ
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るいはグループのメンバーとして，特定の目的を達成
するために情報を効果的に利用する。 
5.情報リテラシーを身につけた学生は，情報の利用とア
クセスを取り巻く多くの経済的，法的，社会的な問題
を理解し，倫理と法律に反しないように情報を利用す
る。 
 
 さて，これらはそれぞれどういうことを示しているか。
大学における実際の学習・研究活動に照らし合わせて考え
ると，次のように言い換えることができよう。 
 
1.レポートやプレゼンテーションのための調査を進める
にあたって，どんな情報が必要となるかを定義するた
めに，テーマやトピックを設定する。図書，学術論文，
新聞記事，統計情報など，各情報媒体の性質が理解で
きている。必要な情報が学術的なものか一般的なもの
か，また，一次情報なのか二次情報なのかの区別がで
きる。以上を踏まえたうえで，自分のテーマに有用と
なる情報の範囲や入手の見通しを立てることができ
る。 
2.必要な情報を集めるために使うキーワード等を整理・
設定する。OPAC，各種データベース，文献目録，検
索エンジンなどのツール，さらには図書館サービスな
どの人的サービスの利用法を理解している。その上，
それらを状況に応じて使い分け，必要な情報を効率的
に収集し，適切に整理する。 
3.集めた情報の内容を一通り把握する。それらを自分の
価値観として取り込む前に，その内容（発行元はどこ
か，誰が書いたものか，どんな内容の主張か，主張に
妥当性があるか等）を客観的に評価できる。また，共
同作業者や教員との議論を通して，情報解釈の妥当性
を確認する。集めた情報の整理・解釈を通して，自分
が取り組もうとしているトピックの妥当性を見定め
る。 
4.個人のレポートや論文，プレゼンテーション，または
グループワークにおいて，集めた情報を適切に利用し
て，論拠の構築・改訂作業に役立てる。自分の論拠を
的確にかつ効果的に伝えることが出来る。 
5.情報にアクセスしたり，情報を利用したりする際に必
要となるマナーや著作権等のルールを理解している。
レポートやプレゼンテーションの作成において，自分
の論拠と他人の論拠を区別し，他人の論拠を自分の論
拠に取り込む際は，正しく引用し，剽窃を避ける。 
 
 以上を鑑みると，大学において学生が習得することが望
まれているスキルは，非常に広い範囲に及ぶことが分かる。 
 では，これらのどの部分を図書館員が担うべきなのか。
教育・研究に必要な資料（情報）を収集・組織・保存し，
効果的に提供するという図書館の使命にそって考えれば，
OPACや各種契約データベースの使い方など資料の検索に
関わる部分は間違いなく図書館が関わることになる。しか
しながら，資料を効果的に提供するという使命を踏まえれ
ば，単に OPAC 等を検索して資料にたどり着けるように利
用者を指導するだけでは良くないことは明らかである。資
料を“効果的に”提供するのであれば，図書館に所蔵して
いる資料の性質や用途について説明するほか，OPAC を利
用する際の検索語の適切な選び方について教える必要があ
る。さらには資料の内容の妥当性や信ぴょう性の測り方に
ついても触れて，利用者が資料を吟味しながら利用できる
ようにするのも，図書館が果たすべき重要な役割といえる。
これらのことを踏まえると，先述の情報リテラシー基準で
取り上げられている 5 つの基準のうち，少なくとも 1～3
の部分は図書館が密接にかかわっていく必要があると考え
られる。4 や 5 の部分は，論文作成等，自分の考えを組み
立てていく作業が主となり，実践的な要素が強いため，主
に教員による指導が必要となってくると考えられるが，剽
窃防止や著作権の順守等については，図書館側も少なから
ず関わることができるだろう。 
 さて，既述の事柄を利用者に教育していくにあたって，
図書館員にはどのような知識やスキルが必要となっていく
のか。まず，人に何かを「教える」ということを考えたと
き，教える側の人間が，相手に教えるべき内容を理解して
いなければならないということは言わずもがなの前提とな
るだろう。 
 では，図書館員は何を理解して（知って）おくべきか。
資料と密接に関わっている図書館員にとって，事典，統計，
図書，雑誌，電子資料などの媒体の定義とその特徴（作成
過程や掲載される情報の傾向）を確認しておくことはもち
ろんであるが，研究のプロセスに沿った各資料の有効な使
い方についても教えることができることが望ましい（例：
ある事柄に関する基本的な背景を知るためには事典を活用
する，あるテーマに関する基本的知識を習得するためには
概説書や入門書などの図書を利用する，量的研究について
は統計書を活用する必要がある，等）。OPAC については，
タイトル検索や著者名検索，キーワード検索など，それぞ
れの検索方法の特徴を理解しておく必要がある。特にキー
ワード検索については，キーワードの選択方法（同義語や
広義語等）やキーワードの組み合わせ方，フレーズ検索の
方法について，その仕組みの最低限の部分を図書館員自身
が理解しておく必要がある。また，自館の OPAC と Yahoo!
や Google などの検索エンジンにおける検索式の違いなど
を理解しておくことも好ましい。 
 なお，以上の事柄は主に図書館で用意しているツールの
使い方や活用方法を教えるための知識であるが，実際に講
習会や授業を提供するにあたっては，これらの知識に加え
て，インストラクショナルデザインなど，実際に授業の組
み立てるための関する知識があるとなお良いだろう。知識
の習得については，OJT 方式で普段の業務から必要なポイ
ントを学んでいく方法もあるが，経験者の薫陶をえられる
機会が多いか少ないかが，習得する知識量を左右してしま
うことがある（機会が少ないと自身の“気づき”に依らね
ばならない）。実際の業務から知見を得る機会が少ない場合
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には，情報リテラシー教育の実践に関する図書や論文を読
むことで知識を増やしていくほか，各大学図書館の Web
サイトや報告書を参考にすることで，その実践の内容を知
識として取り込むのも一つの方法だろう。また，オンライ
ンで無料公開されている講座を受講する他，科目等履修生
として，あるいは通信制の大学・大学院に在籍することで，
形式的に，また，専門的に知識を学ぶことも有用な方法と
して挙げられるだろう。 
 
2.2 教材作成 
 図書館が作成する教材としては，主にパスファインダー
と情報リテラシーに関するチュートリアルシステムの 2 つ
が挙げられるだろう。ここでは，それぞれの作成において
必要な知識と専門性について取り上げていきたい。 
 
◆パスファインダー 
 パスファインダーとは，「通常，システマチック・段階的
なやり方で，特定の主題，あるいは与えられた分野や領域
におけるあらゆるトピックを研究するプロセスを通して，
図書館が提供すべき最良の検索ツールを活用できるように
利用者を導くために作成された主題別の書誌（A subject 
bibliography designed to lead the user through the 
process of researching a specific topic, or any topic in a 
given field or discipline, usually in a systematic, 
step-by-step way, making use of the best finding tools 
the library has to offer）5)」のことである。 
 つまり，パスファインダーは「特定の研究分野における
資料探索の考え方を教えながら，図書館で提供している資
料を概観できるようにする」という理解の上に作成される
ものであって，単なる主題書誌がリストアップされている
だけのものであってはならない。 
 このことを踏まえると，パスファインダーを作成する図
書館員に何かしらの主題知識がある（つまり研究の経験が
ある）のが望ましいといえるが，皆が皆そうではないのが
日本の図書館の現実である。では，各図書館員は一体どこ
までの知識を持っておくべきか。 
 これは先述の情報リテラシー教育に必要な知識に存分に
関わってくる内容ではあるが，やはり，百科事典を利用し
て，調査するトピックに関する概要をつかみ，そのトピッ
クに関する一次文献を把握する，文献目録や OPAC，各種
データベースなどの検索ツールを利用して図書や論文（二
次資料）を入手する，といった基本的な研究の手順が，最
低限押さえておくべき部分だと考えられる 6)。これらの知
識については，実際の調査や研究に関連する部分である以
上，図書等で知識を得ていくよりは，より実践に即した方
法で学んでいくことが望ましいと考えらえる。経験者によ
る薫陶ももちろんだが，自分で何かしらのテーマ（調査対
象）を設定し，そのテーマにおいて，必ず押さえておきた
い事典等や文献目録をリストアップし，それらを使って有
用な図書や記事を検索し，一覧を作成する，といった自学
自習方法も有効な手段となるだろう。 
◆チュートリアルシステム 
 チュートリアルシステムとは，「初心者にコンピュータや
電子資料の使い方を，通常，学習者本人のペースに応じた
段階的な方法で教えることを意図して作られた印刷形式や
オンライン形式のツール。しばしば達成度を測るための問
題が付随する（A printed or online instructional tool 
designed to teach novices how to use a computer system 
or electronic resource, usually in a self-paced 
step-by-step manner, often with questions at the end for 
testing proficiency）7)」もののことを指す。 
 コンテンツの内容としては，学生が（授業内で図書館に
よる講習会を受ける機会がなかった学生，オンラインベー
スで授業を受けている学生も含む）自分で情報リテラシー
に関する知識を学べるように，資料の探し方や情報の活用
方法について学べるものが良いだろう。媒体としては，大
量の情報を読むことだけによって取り込むことになる紙媒
体に比べれば，映像や音声や文章を同時に把握することの
できる映像形式のほうが，理解を助ける面では効果的だと
いえる。 
 コンテンツ作成においては，近年，大学における教育現
場に普及しているコースマネジメントシステム 8)を利用す
るのも一つの方法だろう。コースマネジメントシステム上
には動画コンテンツに加えてテスト形式のコンテンツも容
易に設置することができるため，学習の直後に効率よく理
解度を測ることが可能になる。ちなみにコンテンツの作成
にあたっては，コースマネジメントシステムの使い方に関
する知識はもちろん，実際の講習会と同様に，コンテンツ
を組み立てる知識，すなわち先述のインストラクショナル
デザイン等の知識が必要だといえる。 
 
2.3 まとめ 
 以上，教育に密接に関わる図書館員として，実際の業務
内容を例示しながら，必要な知識や専門性について述べて
きた。これまで述べた内容を整理すると，リエゾン活動を
担当する図書館員に必要なのは，基本的な研究手法，情報
を定義・収集・吟味・活用する力，そしてそれを指導する
ための教育学的知識だということがいえる。 
3．リエゾン活動を最大限に展開させるための 4 要
素 
 さて，前項で触れた専門知識を持ったリエゾン・ライブ
ラリアンが，より積極的に教育に関わっていくにあたって，
どのように業務を展開していく必要があるだろうか。『図書
館利用教育ハンドブック：大学図書館版』では，利用者が
効果的・効率的に情報を収集し，活用できるようになるた
めの下地として，利用者に対する図書館の「印象付け」や
「サービス案内」を挙げているが ，筆者としては，リエゾ
ン・ライブラリアンの業務展開を支えるポイントとして，
4 つの要素があると考えている。本項では，それらの要素
について，一つずつ述べていく。 
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3.1 リサーチ（調査） 
 まず，一番大事なこととして，教育支援に対するニーズ
を把握することが挙げられるだろう。いくら質の高い授業
（あるいは図書館サービス）を提供できるコンピテンシーの
ある図書館員がいたとしても（あるいは自身がそうだった
としても），実際にそれを提供する場所が確保できなけれ
ば，その役割を果たす機会は限定されてしまう。図書館員
が教育に積極的に関わっていくにあたっては，もはや教員
から依頼があってはじめて授業に出ていく，といった形だ
けではなく，図書館員が自分から教育に関わっていく環境
を見つけていく（仕事を見つけていく）ことが必要だとい
えよう。 
 では，教育支援に対するニーズを把握する方法としてど
のようなものがあるか。以下にそれらを一つずつ列挙して
いきたい。 
 
◆シラバスの読み込み 
 図書館員が各学部や各授業のカリキュラムを把握してい
ることは，図書館員が教育現場に密接に関わっていく上で
の前提だといっても過言ではないだろう。そのためのシラ
バスの読み込みというのは，教育に関わる図書館員にとっ
て重要な作業であると考えられる。 
 シラバスを読み込むことで，「各学部での初年次教育で
は，どのようにカリキュラムが組まれていて，どのような
スキルを学生に習得してもらうことが想定されているか」
といったことや「各専攻での基礎演習科目では，これから
学生が独自のテーマに沿って研究していくことができるよ
うになるために，何を教えようとしているか」といったこ
とを理解することができる。これらを把握していることで，
図書館員が関わるのに適した授業を見つけることができる
だけでなく，各授業の方針に適した形で効果的に情報リテ
ラシー教育を組み込むことができよう。 
 
◆アンケート調査（図書館サービス関連） 
 図書館員による教育支援が必要な場所を見出す手段とし
て，教員や学生にアンケートを取ることもまた有効である。 
 アンケートにより，彼らの持っている要望を把握するだ
けではなく，彼らが実際に抱えている悩みや問題点を理解
することができる。質問内容としては，資料の探し方や使
い方をはじめとした図書館の利用に関するものはもちろん
だが，教員がかかえる指導上の問題点，学生がかかえる学
習上の問題点などが挙げられるだろう。回答形式としては，
質的分析，量的分析の観点から，選択式（例えば Yes/No
形式）や記述式の混合形式が考えられる。 
 こうして得たアンケート結果の分析を通して，顕在的な
ニーズを見出すことに加えて，記述回答で得た結果を分析
することで，潜在的なニーズを洗い出すことができる。 
 
◆理解度・達成度調査 
 情報リテラシー教育支援の授業を利用者本位の内容で進
めていくためには，例えば教員に依頼して事前に小テスト
等を実施するなどして，あらかじめ利用者の理解度を測っ
ておくことが大事だと考えられる。特に，初年次教育以外
の場で授業を提供するにあたっては，受講者全体の理解度
の結果を踏まえて内容やレベルを設定することが重要とな
るだろう。 
 理解度を測る方法についてはいろいろな形があるが，先
述のコースマネジメントシステムのテスト機能を利用する
のも一つの方法だろう。この機能を使うことで，効率的に
学生の理解度の測定・集計・分析を行うことができる。 
 また，情報リテラシー関連授業の質の向上にあたっては，
授業を受講した学生向けに達成度調査を行い，学生の理解
度の向上度合いを測ることが有効となる。そうすることで，
彼らにとって理解が難しい部分や図書館側での説明が不十
分だった点等の把握ができ，授業内容や作成する教材の内
容にさらなる改良を加え，図書館全体としての教育支援の
質を高めることが可能になるだろう。 
 しかしながらこれらの調査は，ともすれば押しつけがま
しい意味合いを持ってしまいかねない部分があるので，実
施に当たっては，事前に教員と十分なコミュニケーション
をとることが前提となるだろう。 
 
3.2 コミュニケーション・PR（広報・宣伝） 
 さまざまな調査活動を経て，教育支援に対するニーズを
把握したら，それらのニーズに応えるサービスが図書館で
提供可能である旨を対外的に周知する必要がある。周知の
方法としては，図書館のウェブサイト上に情報を載せる方
法や，チラシやポスターなどの広報物の作成がある。しか
しながらこれらの方法は，往々にして一方向的な情報発信
に偏ってしまうきらいがある。情報を掲載・掲示あるいは
配布すること以外で効果的に図書館の活動について訴えか
けるには，たとえば新任教員のオリエンテーションや教授
会に出向き，図書館による情報リテラシー教育支援が授業
で導入可能であることを直接紹介する方法が考えられる。
顔が見える形でサービスの説明を行うことで，教育に関わ
ることのできる図書館員がいる，という印象付けにもつな
がるだろう。 
 また，過去に自分の授業に図書館による講習会等を導入
した教員がいれば，図書館側から直接連絡することで，引
き続き講習会導入の検討を依頼することもできる。 
 
3.3 コーディネーション（企画・調整する） 
 実際に図書館での情報リテラシー教育支援の依頼が来た
場合は，教員と綿密にコンタクトをとって，授業内容をコー
ディネートすることが望ましい。確認しておく基本的なポ
イントとしては，教員が担当している授業の内容や難易度，
受講者層，図書館による講習会を導入する目的，さらには
学生に到達してほしいゴールが挙げられる。これらを踏ま
えたうえで，使用する資料やデータベースを設定し，授業
計画を組み立てていくが，特に学生に到達してほしいゴー
ルの程度については，シラバスに全てが記載されていない
場合や教員と図書館員とで隔たりがある場合があることが
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考えられる。その場合は，図書館がそれまで実施してきた
講習会の実績に基づき，到達レベルの指標を教員に示すこ
とができるが，可能であれば先述のようにアンケートや理
解度テスト等を利用して受講者の情報リテラシー能力のレ
ベルを事前に把握しておくことが望ましい。 
 
3.4 コラボレーション（連携する） 
 学内の教育関連部署との連携も，図書館の存在価値を示
すためには有効な手段となる。学内に例えばライティング
技術を養成するライティングセンターのような機関があれ
ば，そのような機関に図書館員が出張するなどして協同す
ることで，資料の調べ方と文章の書き方をシステマチック
に教えることができる。その他，学内の IT 系の部署と協
働することで，情報リテラシーに関するチュートリアルシ
ステムを作成したり，教務関連部署と連携して全学的な共
通科目に情報リテラシー科目を提供したり（あるいは導入
するよう働きかけたり）することも，図書館の存在意義や
図書館サービスの認知度を向上させるための重要な活動と
なるだろう。 
 
3.5 まとめ 
 以上，リエゾン活動を最大限展開するための 4 つの要素
を取り上げたが，これらの要素はもちろん，個別に機能す
るものではなく，相互に，あるいはサイクルになって作用
していくものであると考えられる。 
 質の高い情報リテラシー教育支援を行うにあたっては，
図書館員自身に，教育や指導ができるだけの専門的知識が
必要になることは先にも述べたが，その専門性を使って大
学における教育現場に貢献していくためには，本稿で述べ
たような 4 つの要素に関わる役割を遂行する力も必要とな
る。これらの要素を遂行する力は，いわゆる「職務遂行能
力」と解釈しても良いだろう。この職務遂行能力も，図書
館員が備えておくべき“専門性”として捉えておく必要が
あるといえる。 
4．おわりに 
 これまで，教育支援業務に密接に関わるリエゾン・ライ
ブラリアンに限定して，図書館員に必要となる専門性つい
て述べてきた。 
 教育に関わるために必要とされる専門性は，大学図書館
における伝統的業務に必要とされていた専門性（いわゆる
選書，目録作成などの資料構築や相互協力やレファレンス
などの利用者サービス）に比べると，どちらかというと主
に図書館の外でサービスを提供するためのものだといえよ
う。つまり，教育に密接に関わる図書館員は，もはや図書
館の中だけで活躍する職種ではないと定義する事ができ
る。 
 大学の教育に貢献するために図書館員としてどのように
働いていくべきか。これから図書館員になろうとしている
人，図書館員として採用されて働き始めた人，図書館員と
して異動してきたばかりの人など，それぞれの人が，自分
の理想の図書館員像を胸にその目標に向かって励んでいる
ことと思う。 
 本稿では，実際に図書館業務に携わっている者の立場か
ら，実際の業務の内容と“自身の体験”を踏まえて，教育
に関わる図書館員として活躍するためのポイントを俯瞰で
きるように，努めたつもりである。紙面の制限もあり，全
ての業務について十分に触れられているとは言いがたい
が，これから図書館員として働いていく方々が各自の理想
の図書館員像を描いていくにあたって，拙稿がその一助と
なれば幸いである。 
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